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特集「分散処理とネットワークサービス」の
編集にあたって

串田　高幸1,a)

ネットワーク技術が，ITシステム基盤として社会システ

ムの一部となってから，すでに長い月日がたちました．す

でに分散処理技術は，ITインフラストラクチャーのいた

るところに入ってシステムの一部として役立っています．

またインターネットで提供されているネットワークサービ

スは，社会生活として日常的に使われています．従来，懸

命に研究開発されていた新技術が，今はインターネットを

使ったサービスとして新ビジネスのためのシステムの一部

として使われているようになっていることから，この分野

における研究開発の重要性を再認識することができます．

現在，スマートフォンやWiMAX，4Gに代表されるモバ

イルワイヤレス分野，光ファイバーを使った高速通信，セ

ンサネットワークを使ったユビキタスコンピューティング

のような技術は，研究から実用域に入って応用分野と結び

付いて研究開発されています．分散処理およびネットワー

ク研究分野では，このような高度化された技術をもとにし

て，さらに革新的な方向をもとに新技術の創成を目指すこ

とが，これからの必須の課題となってきています．今後，

長期的な視野に立った基礎研究分野での研究領域の育成に

加えて，高度な IT基盤をもとにした応用分野の研究開発

や複数研究分野を融合して行う実用的な研究開発が，強く

望まれています．

この分野の研究者は，自らの研究がどのように社会的な

意味があって，どのように役立つのか，また，どの程度の

範囲に適用できるのかに関して常に問われ続けているた

め，研究者は，必ず答えられるようにする努力がかかせな

いと思います．一方で多くのベンチャー企業が，先進的な

IT技術と革新的なビジネスモデルをもとしにして，新し

い製品やサービスを次々と出してきています．これらベン

チャー企業は，従来の研究にとらわれることなく新技術を

積極的に使って，新しい分野を切り開いてきています．分

散処理とネットワーク技術分野の研究者は，このような新

しいベンチャー・ビジネスと積極的に関係を構築していき，

自らの研究成果を新技術として提供できるようにしていく

ことも新しい方向性の 1つとして考えられます．
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このような背景をもとに 2011年度は，「分散処理とネッ

トワーク」というタイトルで論文誌特集号を計画し，既存

の分散処理とネットワークの研究分野にとどまらず，萌

芽的な研究，アプリケーション分野での横断的な研究，新

サービス提供のための技術研究，安心安全を担保する研究

および新しい基盤技術の研究について広く論文募集を行い

ました．

この論文誌特集号では，主として情報処理学会マルチメ

ディア通信と分散処理研究会の主査，幹事，研究運営委員，

アドバイザー，シニアメンバーを中心に編集委員会を構成

し，以下の 5つの項目を特集号編集委員会の基本方針とし

て論文の査読を行ってきました．

1. 投稿された論文の査読は，情報処理学会ジャーナル編

集委員会で作成された「べからず集」を参考にし，採録

されるための原稿の修正案を記載することに努め，論

文の質を高めるためのコメントを著者にフィードバッ

クすること．

2. 特集号論文は，通常論文とは異なり，技術的な新規性

や有用性のみならず，企業の応用研究などの実用的な

貢献などを扱った論文についても広く採録すること．

3. 時事的に重要なテーマで広く社会に知らしむべき研究

や萌芽的な研究については，提示されているデータや

評価結果が不十分であっても仮定に条件を加えて対象

としている問題の焦点を絞るなど査読時のコメントを

工夫すること．

4. 査読期限を厳守すること．

5. 特集号として一定の採択率を維持すること．

本論文誌特集号に投稿された 35編の論文は，特集号編

集委員である専門分野のメタレビューアーおよび査読者に

よって丁寧な査読が行われ，2011年 3月，6月，8月，10

月，11月に特集号編集委員会を開催され，慎重に審議して

最終的に 21編を論文誌特集号の論文として採録すること

を決定しました．

採録された 21編の論文は，ネットワークパフォーマン

ス，ネットワークトラフィック，ミドルウェア技術，モバ

イルネットワーク技術，協調システム，デジタルサイネー

ジ，ネットワーク管理，システム管理，センシング技術，通
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信プロトコル，キャッシュ技術，分散ファイル技術，無線

ネットワーク技術，ネットワークセキュリティーと，ネッ

トワークサービスおよび分散処理の幅広い分野にわたって

います．

本特集号で採録された論文が，分散処理およびネット

ワーク分野にとどまらず，より広範囲の研究分野の発展あ

るいは新研究分野を切り開くときの参考になることを切に

願っています．

最後に特集号の企画・編集からはじまって，論文募集，

論文誌特集号の発刊までの一連の仕事に多大の時間を割い

ていただいた藤田茂幹事には，厚く感謝を申し上げます．

また，特集号編集委員の皆様には，普段のお仕事の忙しい

ところを特集号論文の査読，特集号編集委員会の運営およ

び投稿論文の採否判定に携わってもらったことに厚く御礼

を申し上げます．
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